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食　　物

絵画分析による食行動解析の試み
一一一絵巻物「一遍上人絵伝」を中心に一一一
大妻女大家政　大森正司　田村朝子　香川大教育　加藤みゆき
目白学園短大　○尾上とし子　東京農大　惟村直公
産能短大　田中功　外国文献社　中村重男

　目的　近年、日本人の寿命と体格は向上し、その一因は食生活にあるといわれて
いる。生まれてこの方、生ある限り、継続され、営まれるもので、「何を、誰と、
どのように食するかjその人の体格のみならず、体質、性格をも規定する、といわ
れるほどである。しかし、食物は食ぺてしまえばなくなるものであるところから、
食生活の移り変わりを、過去に遡及して調べることは非常に困難である。一般に、
過去の食の実態を明らかにしようとする場合には、年輩者からの聴取による方法、
古調理器具食器による方法、古文書による方法、絵巻物・壁画による方法などが挙

げられる。今回は、絵巻物を対象に食行動の解析を行い、知見が得られたので報告
する。

　方法　分析対象として「一遍上人絵伝」を選定した。また、分析用ツールとして
「食行動分類コード表」を作成した。これは、広辞苑などから動詞を抽出し、人の

部位別の動作ごとにまとめて、４桁のコード表とした。絵巻物を注意深く観察し、

そこに表れる行動を読み取り、分類表からインデクシングした。インデクシングさ
れたコードは機械入力し、集計した。

　結果　①絵巻物に用いられた語彙数は、2 9 7、出現頻度の８０％に達する点は
5 2であった。②動作の実態としては「見る」「立つj r結ぶ」（目を）などが
上位に出現する語彙であった。　③対照として行った現代の学生の食行動の累積出

現頻度とを比較すると、特定された動作が多く用いられていた。

2Pp-10 多武峰談山神社「嘉吉祭」の神饌「百味の御,食」の形態

桜井女子短大　冨岡典子

［目的］　前回''、談山神社「嘉吉祭」（毎年10月第　２日曜日斎行）の神饌「百味の御食」

には、この土地の秋の収穫物が生饌として多く盛られ、収穫祭の意味合いをもつものであ

ると報告した。今回は、現存する神饌から、その調製方法および伝承について検討する。

［方法］　次の日程1こより、現地観察および聞き取り調査を行った。

談山神社- 1991年10月　2～13日、1992年10月　3～11日　　　　法隆寺－1992年　3月21日

春日大社－1991年12月15. 17日・1992年11月26日,12月17日　門僕神社－1992年10月9. 10日

［結果Ｊ　　「嘉吉祭」は嘉吉元（1441）年から、多武峰村落の氏子が毎年順送りで当屋を

務め、祭を継承してきた。「百味の御食」の一材料は、その時期の明日香村および多武峰村

の土地の人々が最も好んだ食棟であると考えるが、現在は芒の長い稲、木の実・果実は祭

祀用として栽培、保存されており、村人の奉納により調達される。調製方法は大正6 （191

7）年に記録された「秋祭記･録古式乃美天倶楽」により伝承されているが、「供覧の神饌」

と､して装飾的で美しく、高い盛り方は、春日大社おん祭の神饌「染分」、「四色」、「盛

物」および法隆寺お会式の供物「十三杯御膳」、門僕神社の秋祭の神饌「甲頭」、泉湧寺

蔵「御大葬御盛物図」などと類似しており、仏供の･影響を強く受けたものと考える必要が

あろう。
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